
 

２０２３年度 第４回 理事会議事録 

一般社団法人鳥取県バスケットボール協会 

 
日 時 ２０２４年３月２７日（水）１９時３０分～２１時１０分 

場 所 鳥取県立倉吉体育文化会館小研修室１ 倉吉市山根529-2 

出 席 者 【理 事】 牧 尚志、長谷川 具章、近藤 剛夫、長谷川 浩、米田 丈士、鷲見 勇樹 

  田中 博昭、森 勝彦、中澤 雅樹、板井 寛典、青山 太郎、牧田 和秋 

 【監 事】 池原 浩一、川上 和身 

 【専門委員長】 西垣 宏紀 

欠 席 者 【理 事】 増山 斉吾、安本 雅紀、甲斐 清、蓑原 知也、岸本 剛、高田 貴志 

  神田 竜馬、霜村 俊二、西尾 久幸、嘉本 映子 

 【監 事】 太田 順二 

 【専門委員長】 新田 秀登 

 

1. 開 会 

近藤専務理事が開会を宣して議事に入った。 

 

2. 第１回理事会の成立（定款第３９条） 

近藤専務理事は、本日の出席者数が上記のとおりである旨を確認し、定款第３９条に定め

る定足数を満たしているため本理事会が成立する事を宣言した。 

 

3. 挨 拶 

 牧会長より２０２３年度第４回理事会にあたり、挨拶があった。 

 

4. 議長選出 

定款第３５条３項により牧会長が長谷川副会長を指名し議長に選出。 

 

5. 議事録署名人の指名 

議長は定款第４４条により牧会長、長谷川副会長、池原監事、川上監事を議事録署名人

に選出。 

 

6. 議 案 

第１号議案 会議資料Ｐ.１～１７ 

2024年度の事業計画及び当初予算について、承認を求める。 

西垣事務局長が会議資料Ｐ１～１７に沿って説明した。 

 

説明の後、議長が意見を求めた。その際に出た意見・質問に関する議事の経過は次のと

おり。 

・予算書の見方で、財源内訳の合計から事業費および納税予定額を引いた数字が収支に

なるのか。 

→財源内訳を全て合計すると、経常収益の合計と一致する。 



 

・消費税の納税予定額を各事業に割り当てる予算書の作り方が普通なのか。 

→消費税を各事業で負担する形となっている。一括して消費税を計上する方法もあるが

結果は同じである。消費税の財源を明確にするため、敢えてこの方法で計上している。 

・県協会の会計構造は、例年、共益事業は赤字、収益事業は収支０、法人会計が黒字に

なっているのか。 

→基本的な構造は昨年と変わっていない。 

・国体のスタッフ派遣について、県スポーツ協会の補助金をチームの中でやりくりをして、ス

タッフ分の経費を捻出しているが、可能であれば協会から派遣費を出していただけるとあ

りがたい。 

→昨年の事業実施時に説明したとおり、県スポーツ協会の強化費でスタッフの経費を計

上することが出来る。 

・登録料の値上げに伴い、リーグ戦に登録料の補助を付けていただいているが、これまで

のリーグ戦とこれからのリーグ戦の違いは何になるのか。 

→金額ベースで考えると基本的には変わらない。リーグ戦運営に D-fund 交付金が使

えなくなったため、本来であれば、参加料の値上げが必要だが、前年と同額として、

登録料収入で補った形とした。 

・これまでの D-fund 制度が変更になったため、リーグ戦や育成センター、審判派遣に使

えなくなり、登録料で還元することになると考えていたが、この予算書で行くと変化がない

ものとなっている。登録料を値上げしたことで、還元できる金額がどの程度あるのか。また、

今後皆さんが実施したいことがどのくらいあるのかお聞きして調整したいと思っている。 

・消費税の支払いがあるので、その分を負担することについては、理解できる。 

・予算の組み方として、赤字予算となっているが、問題はないのか。 

→本来は収支ゼロにすべきものと考えているが、ルール改正によって突発的に購入しな

ければならなくなった選抜チームユニフォーム等の件があるため、例年のように予算

建て出来ない。 

・登録料を値上げしたことにより、単純にいくら登録料が増え、D-fund 制度が変わったこと

によりいくら減ったのか。 

→登録料は約250万プラスとなり、Dファンドは150万マイナスとなる。 

・前回登録料を値上げしたことに伴って、チームや選手に対して、何かしらのプラスの還元

をしなければいけない話をした。登録料を値上げして、今まで通りの大会等ができますで

は、登録料を値上げした説明にはならない。 

・ユニフォームへの100万円の支出については臨時的な支出であるが、収支を黒字にする

ためには、どこかの事業を削る等の対策を講じなければならない。臨時的な支出ではある

が、100万円の赤字になってしまう。予算編成として適切なのか。どうにか調整し100万円

程度は、支出が可能ではないか。 

・目に見える形で還元するということについては納得するが、登録料を値上げし、消費税の

納税が始まるタイミングであるため、1年間で答えが出るかどうかはわからないが、しばらく

様子を見て、2025年度予算編成までに、それぞれのカテゴリーなどから提案を頂いて事

業化できるかを判断してはどうか。 

・一番懸念するのは、登録料の値上げをしたが、各カテゴリーからの何が変わったか質問

されたときに皆さんが回答に困ることである。 

・少子化に伴って登録数が減り登録料も減ることが予想され、県協会としてはますます運営

が苦しくなる。そうなると受益者負担の考えをベースに運営していかなければならないと

考える。 



・収支予算書は、対外的に公開されるものか。公開されるとすれば、財源内訳まで公開す

る必要はあるのか。 

・2024年度は中国ミニを開催するのですが、380万円で運営をすればよいのか。その財源

は県協会が準備するのか、U12で準備するのか。 

→受益者負担の考えに則れば、運営費の380万円をカテゴリーで準備する必要がある。

しかしながら、万が一赤字となるようであれば県協会が負担せざるを得ない。 

 

これら慎重審議の後、議長は本議案の賛否を議場に諮り、登録料を上げたことによる登録

者への還元方法については今後一年を目途に検討することを条件に賛成多数で承認さ

れた。 

第２号議案 会議資料Ｐ.１８～２２ 

2024年度県内競技会日程について、承認を求める。 

西垣事務局長が会議資料Ｐ１８～２２に沿って説明した。 

 

説明の後、議長が意見を求めたところ次の意見が出た。 

３ｘ３のＵ１８を10月中旬、ＯＰＥＮを11月中旬に実施予定なので、追加していただきたい。 

カテゴリー別合同練習会のやり方を変更するため、名称も変更を考えている。その為、「カ

テゴリー別合同練習会（仮称）」の名称にしていただきたい。 

 

これら慎重審議の後、議長は本議案の賛否を議場に諮り、上記内容を追加・修正すること

とし、賛成多数で承認された。 

第３号議案 会議資料Ｐ.２３～３２ 

新ＰＢＡサイト（ホームページ）の構築について、承認を求める。 

米田広報委員長が会議資料Ｐ２３～３２に沿って説明した。 

 

説明の後、議長が意見を求めたところ次の意見が出た。 

・過去3年間のデータが移行さるとのことだが、データが保持される期間が3年間なのか。 

・収支予算には、現サイトの運用費と新サイトの導入費用が計上されているが、どのような

運用を行うのか。 

→並行して運用する必要がある。新サイトが準備出来次第、切り替えることとなる。 

 

これら慎重審議の後、議長は本議案の賛否を議場に諮り、賛成多数で承認された。 

第４号議案 会議資料Ｐ.３３～３４ 

第100回天皇杯・第91回皇后杯全日本バスケットボール選手権大会鳥取県代表決定戦

の大会要項について、承認を求める。 

西垣事務局長が会議資料Ｐ３３～３４に沿って説明した。 

 

説明の後、議長が意見を求めたところ次の意見が出た。 

・コロナウイルス感染症による大会中止の記載については、削除してもよいのではないか。 

・コロナ以外の理由による大会中止時の参加料の返金については、どうするのか。 

 

これら慎重審議の後、議長は本議案の賛否を議場に諮り、コロナウイルス感染症に関する

記載を削除することで、賛成多数で承認された。 

第５号議案 会議資料Ｐ.３５～４７ 

2024年度 JBA公認Ａ級コーチ養成講習会受講者推薦について承認を求める。 



田中技術委員会育成部長が会議資料Ｐ３５～４７に沿って説明した。 

 

説明の後、議長が意見を求めたところ次の意見が出た。 

・過去、Ａ級コーチ、Ｂ級コーチの推薦については、トライアウトを実施し、理事会への推薦

を行っていたと思うが、トライアウトは行っているのか。 

→一昨年まではトライアウトを実施していたが、一般募集の枠はなかった。この度は本理

事会の決議をもって県協会からの推薦としたい。 

 

これら慎重審議の後、議長は本議案の賛否を議場に諮り、賛成多数で承認された。 

 

7. 議長解任 

 

8. 報 告 

なし 

 

9. そ の 他 

1. 2024年度第1回理事会開催の日程について 

西垣事務局長が2024年度第1回理事会を2024年5月下旬から6月上旬に開催した

い旨を報告し、5月29日開催の方向で調整することとなった。 

2. 2024年度定時代議員会開催の日程について 

西垣事務局長が2024年度定時代議員会を2024年6月中下旬に開催したい旨を報

告し、2024年6月15日または16日開催の方向で調整することとなった。 

 

近藤専務理事は以上をもって本会議の会議事項の全てを終了した旨を告げ、２１時１０分

閉会を宣した。 

 

 

上記議事の経過及び結果を明確にするためにこの議事録を作成し、議長及び選出され

た議事録署名人は下記に記名、押印する。 

 

２０２４年３月２７日 

２０２３年度 一般社団法人鳥取県バスケットボール協会 第４回理事会において 

 

議      長   長 谷 川  具 章 

（ 副 会 長 ） 

 

会 長   牧  尚 志 

 

監 事   池 原  浩 一 

 

監 事   川 上  和 身 

 


